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英国における地球科学画自然環境研究

その5英国流の研究と生活

服部仁1)

5一且.科学研究とは?

モデルか検証か:昨今の日本の地球科学研究は,有

名論文や流行学説に基づくワンパタｰンの絵合わせ

(mereaping),比較･対比論,モデル･模式図提

示に終っているのが多い.検証の討議はほとんどな

く,マンガチックで基礎デｰタも乏しく,説得力が

なく,読むに値しないSF的論文が氾濫している,

という意見が聞かれる.なかには外国語がうまいだ

げで欧米科学文化の輸入翻訳紹介に過ぎない,とい

う批判もある.ひらたくいえば権威追随主義であっ

て,既存理論体系･流行仮説に模を打ち込んだり,

破ったり,変更を迫るような研究に挑戦しないこと

だ,と私は思う.

分厚い報文や論文は出版されても,ファクトデｰ

タの精度が高くなかったり,デｰタ量が統計的に十

分でなかったりで,根拠薄弱と低い評価しか受けら

れないものがある.実際に,おびただしい研究成果

の中で,諸先賢者によって達成された立派な業績を

乗り越えて,一歩でも二歩でも先に進み新知見をも

たらし,独創的研究に位置づげられたり,普遍的な

一般法則性を見いだしたり,反対論者にもインパク

トを与えるような検証を行っている論文が少ないの

は事実である.

科学研究の始まり:最も初歩的常套手段は,既存の

法則･知識体系など必要事項に早くキャッチアップ

し,先人の築いた足跡に到達することであり,これ

らの基本を修得するための“モノマネ''である.湯

川秀樹博士の名言r研究は模倣から始まる｣を引用

するまでもない.全く同様に,外国語や四則計算を

習うのも“モノマネ"や慣れることから始まり,そ

のことがとても重要であるのはいわずもがなである.

単なる｢無邪気な模倣｣では困るし,他方,｢超

1)地質調査所地質部

一流のエピゴｰネンであれば立派,偉い｣と重要な

文化財の秀れた模写などに贈られる評価の言葉カミな

いわけではない.しかし,科学研究における問題

は,その基本的知識をどのように活かし,新しい境

地を拓いたか,問題提起をしたか,一般法則を見つ

けているかなど研究の独自性･創造性の有無によっ

て,“モノマネ"体制の枠内にとどまったものか,

枠を越えたものかなど研究の質に対する評価であろ

う.

流通商品の差別化にも似て,研究成果の差別化が

なければ詰まるところ研究の質は問えない.記載事

項を中心とするデｰタ集に近いものであっても,既

存の報文にはないもの,別の手法によるもの,既存

のものと比べて精度が格段に高いものなどは,一般

法則を見つげ確立する類いの研究とは性格が異なる

ものの,差別化は明瞭で高く評価されるのは当然と

思う.

評定者は?:では,誰が,どのようにして研究の質

を問い,判定を下すのか.しかし,本当のところ,

当事者である研究者が一人ひとり自分自身について

一番良く自覚していることであろう.英国流の研究

は,“研究の質"評価について一つの流儀があるよ

うに思う.そのことについて私なりの偏見と印象を

述べてみよう.結論を先にいってしまうと,英国流

の``研究の質''判定基準は極めて明白で,庶民的と

いうかわかり易い.長年こつこつと,しつこくつき

つめていた研究が,小さいながらも蕾をつげるまで

我慢強く待ち続ける場合がとても多い.そしてやが

て花が咲き実をつけるというようた場合,その研究

者を高く評価し,表彰などによってそのことを世間

に広く知らせるのである.まさに辛抱･忍耐と相互

信頼があってこその結晶といえる.

象牙の塔や学協会内,仲良しグルｰプ内の閉鎖的

キｰワｰド:英国流の研究体制,`open-door'policy,

ブレンドの妙味
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判定終わらないで,`open-door'po1icyで社会へ研

究成果を報告･PRし,納税者である国民へ還元し

ようとするわけである.だいたい,英国の学協会の

会員には,学術研究の専門家ばかりでなく,街の科

学者や素人科学者と自称する人が少なくなく加わっ

ているのは良く知られている.しかしその反面,庶

民や街の科学者がいつも国家事業としての科学研究

に理解を示し,支援してくれるとは限らない.

国民の反応:PRを盛んにして対話が不十分であっ

たとは思えない時期の,1970年に始まったサッチ

ャｰ女史の教育科学大臣･首相の治世下における科

学･教育政策は,国民にどう受け止められたのであ

ろうか.学校給食の有料ミルクの無料化だと一時期

労働党政権下において揺れたものの,彼女の政策は

本文その3｢英国地質調査所互57年の沿革｣のなか

で紹介したように,20年近くにわたって厳冬期の

猛威として振舞ったことは歴史的事実である.しか

も,科学者の悲鳴に近い訴えが渦巻いていても,国

民の大半がサッチャｰ女史の針路を認め彼女を選出

支援し続け,容易に変更させなかったことも紛

れのない事実である､

国の路線を変えさせたり,軌道修正するために

は,英国流の民主主義は時間とコストを必要とし,

少なからざる人の血と汗と涙が流されなげればたら

ないゲｰムなのであろう.国家事業の科学研究に大

きな関心を寄せ,寄付行為も盛んな反面事国民は意

外とクｰルにこうしたゲｰムを楽しんで見ているの

かもしれない一納税者である国民は,国立機関に勤.

める科学研究者にとってお仕えすべき不特定多数の

御主人様なのであるが,CiVi豆舵阿蜘tとして“も

し,敵にまわしたらとても恐い存在"に変身する浮

気心のある相手である,といつも認識し,気持ちを

引き締めていなげれぽならない.

5一喜｡研究意欲をかきたてるもの

Hmgeristhebestsauce,という諺がある.良く

いわれるように,スポｰツの世界で勝利･栄冠を獲

得するためにはハングリｰ精神が不可欠というの

は,一面では真理をついているかも知れない.しか

し刹那的にはそうであっても,生涯通じて科学研究

で生きてゆくような場合,もっとほかの核心的動機

とか求心力が存在しないことには永続性が保てない
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のではないか.何がバネになって研究意欲をかきた

て,研究者が“狂気に紙一重"といえるほど熱中し

興奮する渦中に身をゆだねさ造るのであろうか.一

人ひとり置かれている状況,理想を求める考え方な

ど個性があってひと言では片付けられない.

真理の探求,権威への反骨･批判精神,固定･既

成観念への疑心,などの科学の本質に肉迫しようと

する高遠な理想をバネにする人,地位,名誉欲,先

がけ芽抜けかけ,スタンドプレｰなど功名心の見て

くれ根性を支えにする人,あるいはより良き生活条

件･向上のため高給を目指す人,あるいは使命感に

燃える人等序,それぞれ納得できる要因であろう.

もちろん経済咄社会情勢の変化によって価値観は

多様化するので,研究へのバネを単純にいくつかの

主因に絞ると的を外してしまうかも知れない.基本

的には官一人ひとりの個性を尊重し,生み出された

努力の成果をそれなりに評価し,対価を容易するこ

とではないか.研究成果への評価が密室ではなくオ

ｰプンで行われ,与えられた評価と対価に意気を感

じ言また研究に没頭させるようにするところが英国

流なのではあるまいか.

研究公務員のプライバシｰ:日本人的感覚では個人

の秘密があぱかれるというので抵抗を感じないわけ

ではない.しかし英国流は,市販される研究所年報

に科学研究官など国家公務員の職能別階級が氏名と

ともに明示されているように,実にあっけらかんと

むき出しである.公職についている人はこういう個

人のプライバシｰにせまるギリギリのところまであ

ぼかれる,そういうことを可能にする社会･風土な

のであろう田そうしたガラス張りのオｰプンに近い

制度が機能していて,万全とはいえないまでも,互

いにフェアプレイを指向する.つまるところ,ダｰ･

ビｰ･オｰクスやゴルフのように優勝するものには

その栄誉をたたえ,ビリにはブｰビｰ賞などそれな

りの評価が与えられて,衆目監視のなかで厳しく激

しく戦われたゲｰム結果を仲良く甘受する.

衆目監視下の対論:そういう大人の雰囲気が長年に

わたって培われ,英国流に仕立てているのではない

か.科学研究老の活動もこのような文化風土のなか

でオｰプンな対論があり,評価が出されているよう

に思う.衆目を集めるためには,専門家同志内の難

しい学問論争だけではなく,これとは異なる次元

の,小中学生･一般の方にもわかり易い言葉で解説�
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第5-1図

太ブリテン島を4か所に

おいて東西方向に切り,

約50か所の地質学要所を

解説するブロック･モデ

ル図

“国の繁栄と環境保護のた

めの基礎''のPRパンフ

レット.

したPRパンフレット,理解を深め魅了させる知恵

と努力,公開展示,市民講座などのサｰビス精神に

満ちていなけれぱならない(第5-1,一2図,写真5-

��

ごまかしてアンガチックにうまく処理したような

PRパンフレットを作ると,直ちに街の科学老から

間い合わせや苦情が襲ってくる.良いパンフレット

を作るPR戦争も,研究意欲をかきたてる大きな要

素の一つであり,活躍の舞台になる.学術会議場や

象牙の塔ばかりが競技場ではない.逃避していては

衆目の集まる競技場へ出てゲｰムができないし,良

い研究評価を受けられない.英国の場合,科学研究

PRの場はオｰプンな競技場であり,観衆は納税者

なのだ,と実感させられる.

国家事業としての科学研究は,組織別･専門別･

個人別にそれぞれ明白な使命を負わされており,研

究者はゲｰムに出る選手のように,それぞれ一人ひ

とりが特殊な技を披露Lなければならないのである.
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策5-2図新標語になった英国地質調査所提供の“地質

とあなた"(Geo1ogyandYou!)の小冊子表

紙.

写真5-1

ミス英国地質調査所?リズの登場.

彼女の家(上),建材(中),配管･配線,水道

水,自動車と石油,化粧品(下)と宝石,ハンド

バックと中味,衣類など地質との係わりを図説

する､最後は廃棄物に触れすべての代償は私達

が払うもの,と結ぶ.

(TheEnvironmentMeansYou!PRパンフレッ

ト).

5-3.科学研究を支える強固な基盤

英国地質調査所157年の歴史に刻まれたエピソｰ

ドやサッチャｰ政権を長年持続させた民主主義から

判断されるように,科学研究に対する民意は理解

･支援もあれほ1,うつろい易いクｰルな面もある.

国家事業の一翼を担うものであれば,科学研究であ

れ,大学等の高等教育であれ税金によって運営され

るわけであるから,議員や政治家ほどではないにし

ても納税者である国民の声やマスメディアに現れる

世論に敏感にたるのであろう.このような外部との

対話とともに,研究所内にあっては支援してくれる

同僚や各職能別の人達への繊細な配慮があって初め

て,横綱相撲のとれる研究のための土壌が醸成さ

れ,研究のシステムが有効に働くのであろう.

研究支援はなんのために:英国流の研究支援体制

1993年4月号�
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は早研究者個人へというよりは,究極的にはすべて

国民へ還元されるはずの研究そのものに機能するよ

う行われているといえる.その極め付けが,採取試

料の一極集中管理･利用システムであろう.園内お

よび周辺海域におけるボｰリングコアはすべて英国

地質調査所へ届けられる.

かつて,1964年東京オリンピックの頃,私はニ

ュｰジｰランド地質調査所へ留学していて,約

30里⑭⑪⑪個の岩石試料と薄片などが亙B雌コンピュｰ

タによって完全登録され｡岩石名･鉱物組み合笹淀

とにより自敵こ検索されるシステムに接してとても

驚いたものである畠登録番号さえ確認できれば宣た

ちどころにその岩石試料や薄片宇野外調査記録デｰ

タが引っ張り出音たのである.当時の日本地質調査

所にはハイタック10のミニコンピュｰタさえ導入

されていなかった､南太平洋の文化果つる小島副こ

そうしたシステムがあって岩石地質学を支えている

ことに衝撃を受けたいではおれなかった(9)昔

1年後手似たような体験を神戸信和さんがドイツ

で味われ手直ぐ二人が中心になって標本登録システ

ムGEMS構築に,またその後亜つくばの堆質標本

館やコアライフラリｰ棟建設計画に熱中することに

なった.その動機が先進圏の標本管理ツステムを活

用して研究を行ってきたことにある由

学術的国有財産:大英博物館収蔵品の質量の観模は

いう'重でもないことであるが､それにしても,英国

地質調査所本都にある地球科学デｰタセンタｰ

(NGDC,写真4-1;写真4-5)やスコットランドの

コア収蔵施設のシステムも想像に余りある観模であ

る.研究の過程で収集曲蓄積された試料に物性値な

どの計測デｰタを含めた高度研究情報が付与されれ

ば,もう立派な学衛的固有財産(互｡)になる.この

ような貴重な試料を国民全体のものにし,研究者個

人の私有物にしたり,また勝手に捨てたり処分さ暗

ないで,次世代ヘパトソタッチし葦ゆくゆくは人類

全体の共有財産に高める､というようた認識が英国

には古くからでぎているのではないか.10年1日

のごとく,収集された貴重な試料の運用をこつこつ

つないでゆくような仕事を英国地質調査所では大切

に位置づげているのである.

5-4｡区励か差別か厳選主義の研究評価

研究評価などということは,日本の大学や国立研

究機関にはまだタブｰなのかも知れない.年功序例

の賃金体系のなかで,素晴らしい実績を挙げた人が

必ずしも表彰されたり,特別昇格･昇給によって厚

遇を受けることはまずない.たとえば困難な地域に

おいて複雑な地質を美事解明し,秀れた地質図幅を

作成し,一般社会から評樋された研究者が,表彰や

厚遇の対象候補になることすら全くたいのである.

はっきりいえば“功''のない,職能区分のはっきり

しない,年令序列の給与体系が,とくに国家公務員

の場合,日本式民主･平等主義の姿なのではあるま

いか.いい成果を挙げた若い研究者がベテランより

高給のとれる余地はなく,これはもう逆差別以外の

何ものでもないと思う.

研究評価の運用:研究評価に完全無欠の方法はな

い.事実いくつかの間違いや失敗,有能な人材を失

意のどん底に焔し込むたどの弊害があった.つまる

ところ良いボス･研究リｰダｰ孕こ恵まれないと不愉

快な雰囲気に包まれてよい研究成果は生まれたい,

と英国滞在中何人かに聞かされた.しかしそうだか

らといって全面的に研究評価を否定し,日本式民主

･平等主義をふりかざすような人は一人もいない.

多彩な職種･階級が存続していてうまく機能Lて

いるのは,長い問試行錯誤たどを経て大方の合意を

得た評価方法や規準が活きている結果であり,多く

の場合昇格(promotion)のためのencouragingに用

いられているのであろう.研究所のなかでは,研究

老の格付･待遇はことさらにあげっぴろげに話題に

され,お茶の時間には今度誰が何によって昇格･昇

給したかなどとトピックスになる.しかも英国流は

ガラス張りに近い`open-door'Po1icyによって,国

民の目に届く環境が作られている.

裏方や支援する側の仕事や,とくに人のやりたが

らない避けたがる“痛み"を伴う仕事を拝命したと

きどうなるだろうか.そうした仕事の従事後の報わ

れ方が気になるところであるが,ここでは深入りし

ないことにする.ただ基本的にはっきりしているこ

とは研究評価などの結果,厳選された人は高位･高

給を得てライムライトを浴びるものの,それに相応

わしい重責の職務･役割りを背負わされるわけであ

る.もし十分機能しなければ直ちに降任･降格
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(Stepdown)や転職の刑が待っている.だから,選

にもれた人や裏方･支援の人達は“やらなけれぱそ

の地位にとどまっておれない",という基準に納得

するのであろう.

また人材の活用は一人ひとりの研究者の個性･ラ

イフサイクルを良く考え,適材適所タイムリｰに行

われているという.そしてSecondmentで2年ほ

ど研究を離れなければならなかった第1線の研究

者への事後手当はくどくど述べまい.日本式発想の

浪花節と変わらないのである.日本では誰かやらな

ければ済まない嫌な仕事からうまく逃げまわって,

自分自身やりたい一心の研究に没入し,研究費は天

から降って<るものあるいは誰か身売りしてか暗い

でくれば良い,そして自分に優先的に予算が割り当

てられて然るべき,と信じているらしき研究者･教

官が少なくない.その上,学協会や象牙の塔に逃避

たてこもり,流行学説をふりかざし,apingの論

文を多産したら一大権威になってしまい,もう手が

つけられない.

評価の様式:英国地質調査所の場合,研究評価は研

究グルｰプ長以上によって行われ,一人ひとりに所

定様式の用紙と長文のマニュアルが渡される.双方

すなわち,自己評価(JobHo1derによる)と評定者

コメント(ReportingOfficer)が記入され,内容は合

意されたか,どの点が一致しないか明記された上,

サインが交換され,所長に届けられる.

このような方法は,ユネスコなどの国連職員の場

合も同様である.Encouragingな良いポスに恵まれ

ることを祈るのは,良い研究に発展させる第一歩と

いえよう.

5-5｡あめもむちもの人材育成法

徹底した厳選主義は,常時衆目監視のもとに競わ

れるダｰビｰやゴルフに似て,強制淘汰につなが

る.少し気を緩め手を抜いたら転落の憂き目に会い

かねない.その極端な一例カミ,第一級名誉理学士号

(FirstC1assHonoursBache1orofScience:以下

FCHBScと略す)の重みである.日本でもかつて大

正年間まであった東京帝国大学の特別優秀卒業生に

与えられた恩賜銀時計組に類するものである.この

名誉学士号を与えられた卒業生は,そのまま専門の

道に入る場合,生涯コｰスが確定したといえる.英

国流のこの制度運用は次のようになっている.

昔話:少々古い話で恐縮であるが,30年ほど前の

ニュｰジｰランド滞在中の実体験によって解説して

みよう.植民地時代の良き古い習慣が温存され,英

国よりも英国的(moreBritishthanBritish)を誇っ

たこの国では,大学卒業時の最終試験(Fina1exam)

の成績が全国紙に一斉に掲載された.本人はもとよ

り,家族も家に居ながらして新聞を見て自分の成績

を知ることができる.

当時,NewZea1andJouma1ofGeo1ogyand

Geophysics編集長をしていた知人TonyCo11ins氏

の息子さんが物理学を専攻しており,彼の総合点

(数学○○点,物理学△△点,化学口□点･…)など

の成績が刻明に書かれ,FCHBScのトップに位置

づけられていた.全卒業生の全成績がガラス張りに

オｰプンにされていることに驚かないではおれなか

った.トップになった卒業生は間もたく外国留学奨

学生の資格が与えられ,大学院へ進むことができる.

1940年代前半までの植民地時代には,試験答案用

紙は英国本土へ送って採点されたため,第2次世

界大戦中ロソドソヘ向けた輸送船が沈められて,採

点不能の笑えない事変もあったという.原子核物理

学者ラザフォｰド(EmestRutherford;1stBaron)

はニュｰジｰランド南島北都ネルソン近くの片田舎

に生まれたが,このHon.BScのリクルｰトコｰス

に乗って英国本土で花を咲かせ,ノｰベル賞に輝い

ている.

顕著な区別:ニュｰジｰランド地質調査所の場合,

1964年頃の所長の俸給とBScで採用になった新人

の俸給は3倍も開いていなかった.ところが

FCHBScの新人は,同時加入のPh.Dの新人より

も地位が高く,かつ俸給も1割多く支給された.

極めて厳格な区別であり,日本では信じられそうも

たいひどい差別と非難を受けそうな評価が平気でオ

ｰプンに行われていた.あめが与えられたというよ

りは,むちで打たれ続けてゆくととらえた方が正し

いと思う.おそらく,ダｰビｰ用サラブレッド馬育

成と全く同じ発想ではないか.厳選されてからは,

目立った成果を出さなければ失格となるのは目に見

えている.いつも極めて苛酷な研究戦争のフロント

に立たなければならない宿命を負わされるのである.

現在:カナダやオｰストラリアではこの制度はなく

なり,英国とニュｰジｰランドに残っている.しか
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し英国において現在,FCH:BScがPh.Dとどのよ

うな地位･処遇などと対置されているのが残念なが

ら話せる資料をもっていない.

理学博士のリクルｰト:ロイヤルハロウェイ･ベッ

ドフォｰド新カレッジの教官何人かの話によれば,

Ph.D取得後院生の就職先指導はとても興味深いも

のであった.25～28才位でPh.Dは取得されるも

のの,英国内には十分な職場が用意されているわけ

ではなく,極めてわずかのPh.D院生しか研究専

門の道に残せない.優秀た院生ばかりのなかからの

人材選別ははっきりしていて,ほかの数種類の研究

関連分野が紹介されるという.

八方美人で会議のとりまとめに長げた人は,理学

博士号があってもEC事務局やユネスコ本部で働い

た方が本人にとっても国にとっても都合が良い.機

械や装置の好きな人は研究支援のルｰチンワｰクや

EPMA･質量分析計などのオペレｰタを兼ねた研

究補助職に.また指導教官のいいなりになって研究

を進め平凡な論文しか書けたかった人は,体制枠内

の仕事しかできないので先端の研究は託するわけに

はゆかない.理学博士号をとっても絵合わせ的研究

にとどまる人やただ成績の良いという人も,将来の

研究に向かないとはっきりいい切る.

ではどんな人が選ほれるのかというと,個性豊か

な異材である.しょっちゅう指導教官に難題をぶつ

けて困らせたり,反対意見や思いがけない指摘をす

る人こそが,研究の本質をついているのでいい研究

者に育つ確率が高い.こういう人こそが全体のレベ

ルを上げ将来を任喧られるという.実際このカレッ

ジばかりでなく教官(teachingst㎡f)になれない研

究補助職オペレｰタにPh.Dを持っている人はま

れではない.日本で評価の高い学者･研究者が外国

でオペレｰタ的仕事について教官になれていない例

は良く知られている.逆に日本で無視されたり無名

研究者が外国で秀れた実績を挙げ,教官にたったり

高い地位に着くことがあり驚かされる.評価の基準

や高度研究をまかせる後継者を厳選する物指しが,

日本と英国などと同じでないことは確かである.

人材育成の姿勢:指導教官は,若い院生が自分を踏

台にして早く乗り越えて良い研究をしてもらいた

い,そのために激しい対論や討論を行う.その過程

で予想もしていなかった視点からの鋭い指摘や研究

結果に触発されてハッと気付いて解決をすることが

P眠SONALNEWS

J刮I1葭P1割11t2ppo言n蛇dasailAssisfaIltDirector2tBGS

TheBrilishGeologicalSu岬eyh齪s劃ppointedDrJ田neP1齪皿1asAssist齪ntDirec-or-n

chargeofM1nc晒1s齪ndGoochcmio拮1Su岬｡y冒Div…sion.DrPla皿1co皿1mlsworkofn汕iona1

冊ndlntem齪tiomlsig11ific呂nce,asp航｡fBGS,so皿goingcommヨtmentto皿alion冊1md

intem齪tiomlgeologic21rese趾｡h.Herdivisionwo正ksw畳thi皿ab阯dgetof£4.5mmiollmd
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Keywor-h･Notts;withciεh-o言heroffioes,scver21obscrv刎｡rieMndmmyovorse固spmjccts.

第5-3図プラント博士の英国地質調査所副所長就任を

伝える鉱物学会会報(1991.12月号).

あり,学生に教えられることが少なくたい.だから

若い人と接して研究することは止められない,と正

直に謙虚に話された先生が何人もいた.

日本では先生の意見に反対したり異論を口にし

て,盾突いたとみられ,完全に干されてしまい,博

士号を授けてもらえないばかりカ㍉生殺与奪の権を

握られていて就職に難儀するケｰスがままある.英

国流の指導教官の姿勢は見習っていい.

一般的に,学問分野に限らず25才位までの刷り

込み時期に基本的なことや姿勢を身につけないと,

晩成の可能性も望み薄である.FCHBScと対照的

であるが,その年頃までに研究途上で大きな挫折を

味わってた人が後に立直った場合,批判･反骨精神

にみなぎっていて立派な研究者に育つ強力なバネを

備えるらしく,とても有望であることは古今東西を

問わず事実である.とにかく,25才から30才まで

に一人前の仕事を最少限一つ済ますことは研究者育

成上必須なことであり,しかも最初の高い敷居であ

るといえる.この意味でFCHBScは人間のライフ

サイクルの特徴を美事にとらえた英国流の一つの育

成方法であり,サラブレッド競争馬飼育･調教にも

一脈通じるところがあってほほえましい.

5一㊧.大抜擢に見る厳選された幹部

1991年12月発行の鉱物学会(TheMinera1ogica1

Society:国名のついていない鉱物学会は英国のみ)

会報No.93の43ぺ一ジには,異例の人事ニュｰス

が載った.rジェｰン･プラント英国地質調査所副

所長に任命される｣と題して,彼女の役職と業務内

容,研究業績が以下のように略述紹介された(第5-

3図).

r英国地質調査所は,ジェｰン･プラント博士を

鉱物および地球化学調査研究局の責任者兼副所長に

任命した.プラント博士は英国地質調査所が進めて

いる国内および国際地質学研究の一都の仕事を治め

地質ニュｰス464号�
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ている.彼女の研究局は年間450万ポンド(約11億

円)の予算で研究を行い,100名を超す職員を雇っ

ている.この研究局は,英国地質調査所を構成する

8つの局のうちの一つで,同所はノッティンガム州

キｰワｰスを本部とし,ほかに8地方事務所,若

干の観測施設と多数の海外プロジェクトをもってい

る.

ジェｰン.プラントは家族とともにキｰワｰスに

住んでいる.彼女はリバプｰル大学卒業後英国地質

調査所に採用されたが,大学では地質学を専攻し

firstc1assHonoursの理学士号を得た.彼女は鉱物

学会の会員および鉱山冶金学協会(Institutionof

MiningandM1eta11urgy)のフェロｰであり,100件

以上の科学論文と本を出版している.彼女の研究実

績は世界中で認められ,最近ではとくに中国で顕著

であった.しばしば複雑な難問に関してはっきり歯

切れ良く発言するのは綿密なデｰタに基づく経験と

能力があってのことで,多様な環境問題について,

上院(The亘｡useofLords)におけるフォｰラムなど

にでて顧問として活躍している.彼女の科学者とし

ての高い名声はロソドソ地質学会のマｰチソン賞

(MurchisonFmd)を受けたことからも明らかである.

彼女の研究局における成果は,大ブリテン島にお

いて金,重晶石,その他の重要資源発見を導いてお

り,また徴量元素と人間･動物の健康との間の密接

な関係,とくに動脈硬化症や心臓導管の病気,ある

いは羊の`pining'(消耗性疾患)の研究によって多大

の貢献をなしている.｣

事実,彼女と研究チｰムは目のさめるような研究

業績を次々と挙げてきており,英国地質調査所年報

やNERC年報を毎年飾り立てている.その基礎は

膨大な鉱物学的および地球化学的デｰタ･試料に裏

打ちされており,これを駆使して問題点抽出と解析

を可能にするアクセス自由のデｰタベｰスが構築さ

れているからである.過去,金の徴候が全くなかっ

た地域からたくさんの金･金鉱床を発見Lたのは(第

54図),地球化学図作成のためのデｰタベｰスを

利用し,三つの元素As,SbとBiが金探査の道標

(pathfinder=航空機･ミサイル誘導用レｰダの意

味)になることを意義づげたからである(34).こう

して発見された金のうち,方解石上に生じた樹枝状

自然金結晶は特大ニュｰスになり,鉱物学会から特

製グリｰティング･カｰドとして出版され,広めら

第54図地球化学研究グルｰプの誇る近年の成果は金

鉱床の発見(BGSのPRパンフレット).

れている.

プラント副所長の経歴:プラント副所長が女性のた

めカ㍉普通明記される誕生日とか卒業年はどこにも

書永れていない.年報などをたどると,1970年が

あるいは少し前にBScを得て地質科学研究所の放

射性および金属鉱物研究都に科学研究官(S0)とし

て加わっていることがわかる.1971年SS0.1977

年に昇格とPh.p取得,1979年改称になった金属

鉱物･応用地球化学部に配属.1981-86年の問,人

事記録が年報に欠如,1987年改称になった鉱物資

源･応用地球化学部研究グルｰプ長に次ぐ

SPS0(個人表彰による特別昇格),1988年英国地質

調査所改組とともに職階別身分制度変更により,地

球化学･水理地質学研究局内鉱物資源･応用地球化

学部の研究グルｰプで6等級に格付けされている.

次の1989年には再び改称があり,同じ研究局内の

応用地球化学部長･研究グルｰプ長に就任し,28

名の科学研究官のトップに立つ.1990年には英国

地質調査所の大改組に伴い鉱物･地球化学調査研究

局が生まれ,前任者のマザｰ博士(J.D.Mather;

ChiefGeochemist:写真2-7)がロソドソ大学ロイ

ヤルハロェイ･ベッドフォｰド新カレッジの教授に

転出した後を受けて,新研究局の責任者兼副所長

(5等級)に就任する.

以上のとおり,プラント副所長は約4か年間に

3階級昇格し,しかも女性の優秀な科学老というこ

とで鉱物学会会報が人事ニュｰスとして慶賀の意を

こめ彼女を紹介したわけである.小柄で控え目な彼

女は,多忙のなか約2時間割いて研究施設･トピ

ックスたどを説明された.ゆっくりと落ち着いて,

いつも丁寧に人を説得するかのように話され,多様

な研究実績から自信がにじみ出るような雰囲気を漂
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わせ,加えて,人を魅了する美貌にも恵まれて,本

当に華のある副所長である.議会筋にも太い人脈が

あり,将来英国地質調査所に女性所長が出現するか

も知れない,そんな期待感を懐かせる抜擢人事に思

えた.

5-7.標語に現れる使命感

国立研究機関にはそれぞれロゴマｰク(1ogotype)

カミあって各種文書･出版物にも,地図類販売品のシ

ョッピングバッグにも鮮やかに印されている.とこ

ろが研究所の使命を大きく掲げた標語がPR用パン

フレットに現れるのはまれなのではあるまいか.英

国地質調査所が大々的に標語を使い始めたのは創立

150周年記念事業前後からである.

1970年代後半から1980年代中頃まで英国地質調

査所存亡の危機に追い込まれ苦渋時代に遭遇したブ

ラウン所長が退任直前の1984/85年報において“as

asewicetothenation"と述べたのが最初のように

思う.もっともSe〃eは別の形で使われている.

1972年10月エリザベス女王臨席のもと地質学博物

館の“TheStoryoftheEarth"公開記念式典におい

て,ダナム所長が“WesemyourMajestybyinves-

tigatingtheso1idearthina11itsaspects.''とご臨席

への感謝の挨拶として表現している(第3-5図).も

っとも｡ivi1seαiceや｡ivi1se岬antは古くから英国

公務員の常用語である.

創立150周年,すなわち1985年以降のPRパンフ

レットなどには必ず150YearsSeπicetotheNa-

tion.Geo1ogyse町esthenation(第5-5図),そして

1988年頃から国民一人ひとりに語りかける

`Geo1o駆andYou'のキャンペｰンが繰り広げられ

る.

`Geo1ogyandYou'の小冊子(第5-2図;写真4-8)

は,人問生活のあらゆる場所で,物質･生物･環境

などが密接に人とかかわっていて,地質学の知識

･知恵が役立てられている.あなたの家の中で24

時間地質学が活かされている･…というような内容

を小中学生にもわかるような語りかけを試みてい

る.

この小冊子は大量に学校に配布され,解説の講師

に研究者が駆り出されたり,各地における周辺地質

のガイドに出かけたりのサｰビス活動が行われる.

紬磁雛

雛簿

蜘欝鰻酸灘

第5-5図1985年英国地質調査所創立150周年から使われ

始めた標語(BGSのPRパンフレット).

この標語をタイトルとする移動展示会が1985

年1月～9月まで,エディンバラ,･ロンドン

などで行われた.

この仕掛人がコｰポレイト局広報担当官のテイラｰ

博士である(写真4-9).

新しい疋盈窓口:1985年春,地質学博物館が英国

地質調査所から切り離された時から,研究成果PR

のための独自の広報活動が始まり,外からの相談

･依託研究の窓口等受発信機能の強化整備が図ら

れ,マｰケティングとして位置づけられてきてい

る,とみなしていい.現在,所長,幹部研究者にと

どまらず,研究者･研究支援者･事務方を含めた全

職員が,社会への窓を大きく広げるキャンベｰンの

チャンネルにロゴマｰクと標語を活用している.

businessp1an,goodse岬ice,user,customer,c1ient,

COmmiSSiOned,などは常用語になっている.

こう,Lたサｰビスを可能にしているのが,ロソド

ソ名所の一つ大英博物館と同じように,英国地質調

査所の隠れた財産,地球科学デｰタセンタｰ

(NGDC)から発信される各種の情報サｰビス

(NGIS)であることはいうまでもない.英国地質調

査所本部キングズリｰ･ダナム･センタｰは,ロソ

ドソから約180km北方の片田舎に置かれている.

所内見学はいつでも可能で,実験設備や図書室へも

入れるが,通路･廊下のいたるところに,きれいだ

解説用ポスタｰが貼られている.また,外来者用入

口の玄関ホｰルは展示場になっていて片隅に受付が

あり,売店も兼ねている(写真5→)1子供も味方に

つけ,理解者を増やそうとする努力,これもまさに

英国流国立研究所使命感の一つの姿であろう.
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写真5-2Ma町Wardカレッジの建物に最小限の工事を加えて再利用.

左上:英国地質調査所本部,キングズリｰ･ダナム･センタｰの外来着用玄関口(昼GSの絵はがき).

左下:たかへ一歩足を進めると多彩た展示物があり,子供も大人も喜ぶような恐竜模型,鉱物･岩石

･化石標本が手で触れられる.

右上:奥まったところに各種の地図類･書籍などを販売する受付がある.

右下1かつての女子大生の寄宿舎であった建物で,今は研究室に転用.中央のヘラクレス像

(Hercu1esStatue)はロソドソから移されたいわくつきのもの.

5-8.変化する言葉

英語や英語教育そのものが世界に向けた巨大輸出

産業と言っても過言でなく,どれだけ世界の多くの

人が英語で学んでいることか.英語辞書出版だけで

も恐るべき質量となろう.かつて難しい辞書の筆頭

と思っていたCODは,1990年大改訂されてとても

わかり易い英語辞書に変わっており,しかもとても

安価である.絵入り辞典(0xford-DudenPictoria1

�朱楳桄楣瑩潮�礬����������

1ustratedDictionary2巻,1978;日本語版は福武

書店刊8巻,1982),Co11insCobui1dEng1ish

LanguageDictiona町,1987;LongmanLexiconof

ContemporaryEng1ish,1981などそれぞれがユニｰ

クな編集で眺めていて楽しくなる.

古い辞書と比べると,時代の流れ･価値観の多様

化とともに,すたれてゆく言葉･用語(obso1ete)や

新たに認知されている言葉もある.先に紹介Lた英

国地質調査所における職種名の変化がその好例であ

ろう.こうした許容さ.れるあるいは認知される変化

に対して,厳然と正統的定義･用法が守られて,認

められない変化がありそうである.少なくとも学術

用語は従来通りの定義の枠からはみ出す場合,再定

義するとか,新たに定義することが望まれる.にも

かかわらず学術用語の乱れは一段とひどくなってい

るようである.ニュｰジｰランドのクｰムス名誉教

授(Doug1asS.Cooms)は最近,自分の身近かな研

究者のなかにそうした風潮があると嘆いている(6).

学術用語の乱れ:日本における地質学用語の乱れ

1993年4月号�
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は,いまに始まったことではない.輸入科学文化の

翻訳紹介をなりわいとした方違が,独自の日本語訳

や岩石鑑定･命名をし,教育の場を通じて広めたた

めに,ある大学やスクｰルにしか通用しないおかし

な用語があったり,実物と名称とが一致したいケｰ

スがあった.Schistosehomfels,b1ackschist,Sタ

イプ花嵩岩……が,最近では付加テクトニクスに現

れる抽象的用語は外国研究者を嘆かせる.欧米地質

学者は,ドイツ語･フランス語･イタリア語などそ

れぞれ異なった科学･文化教育を自国語で受けてい

るが,岩石名とか露頭における現象説明の英語表現

はほとんど一致し,そこから熱い議論をかわせる.

しかし日本では岩石名から一致しないのでコミュ

ニケｰションが十分できないと訴える.外国研究者

に接する日本の学者は,学界のなかでも影響力の強

い有名人が多いたげに気になることである.基本的

には大学における専門の基礎的教育が偏っていたり

訓練が十分でないことを反映しているのであろう.

絵合わせ的論文が評価され量風びする土壌はこうし

たところにひそんでいるのか知れない｡だから問題

点や本質的なものを見抜いたり,ひと目で見てとれ

る情報の質量を豊富にすることとは縁遠く,また直

感･想像･創造の力量も備わらないでさらに厳密な

事実認定とか検証などとも無縁で,つまるところ借

り物の議論だけのマンガチックで抽象的模式図が大

流行するのであろう.

基礎的｡基本的なこと:用語･定義のあいまいさに

加えて岩石･鉱物の肉眼鑑定や偏光顕微鏡下による

同定の力量の低下は,また一つ別の流行であろう.

これらは数学･物理･化学とともに地球科学の学問

を支える基礎学力として不可欠と思うものにとっ

て,そうした能力を欠くfie1dgeo1ogistがふえ,途

上国に出かけ,その国際協力の現場で非力を露呈

し,ひいては批判･非難されかねない事態にならな

いか,とふと不安を覚えとても悲しい.科学研究に

おけるコミュニケｰションに必須の共通の学術用語

と内容の一致は,英国大学において徹底的に仕込ま

れる最低限の基礎訓練である.

最近英国地質調査所において,研究者向けに研修

コｰスをいくつか開いている.この目的は,より新

しい流れにいち早くキャッチアップさせ,レベルア

ップを図るとともに初心にかえり,原点に戻った基

礎的･基本的訓練の再教育をかねている.そして,

この種の流行に毒されないようだ強靭な体質を維持

し,改善しようとの試みであろう.

5一藪.もてなしの奥義

突然英国行きが決まって,受け入れ側のNERC

本部とのFaXのやりとりなどで時が過ぎ,事前に

英国の研究所年報を読んで予備知識を蓄えたり,ガ

イドブックを見たりはほとんどできなかった皇現地

8目問,土･日曜目を除き,移動時間を引くと実質

5日間でロイヤル八目ウェイ･ベッドフォｰド新カ

レッジ(ロソドソ大学)三プリマス海洋研究所,英国

地質調査所本部,水文科学研究所,英国地質調査所

水理地質研究部呈N服C本部を駆け回り約50名の

要人と面談することができた.

帰国して収集した膨大な資料を整理し,過ぎ去っ

た面談や施設･実験装置のことを思い浮べたがら,

あるゆることが先方の組んだスケジュｰル年こ沿っ

て,時々徴修正はあったものの実にスムｰスに進め

られ,厚意的にしかもマル秘情報まで渡してもらえ

た.これは砧信頼している",というもてたし方な

のであろう.予期していた以上の成果を得ることが

できたと感謝している1

訪問に先立って,私のC.V.(履歴書)とおもな研

究業績リストを求められていたのでFaxで送付L

ておいた.だから受け入れ側の人達はどんな人問が

くるかおよそ察しがつき,訪問の目的もNER-C本

都の意向も承知の上のことであったのだろう.お会

いした研究者,研究管理者,研究支援者,大学を含

めた地球科学･自然環境研究の総元締めといえる

NERC本都に働く第一線の研究者(Secondmentに

よる),管理者,公用車の運転手,どなたとの会話

を思い出してもその場その場でそれ以外にはなかっ

た,と考えざるを得汰いような実に美事な対応の仕

方であったように思う.

さりげない対応:三度公用車で移動中,中間地点に

さしかかったあたりに,必ず移動電話に連絡が入

り,現位置の確認が行われている.遠くから進行状

況をウォッチしているのである.このように派手で

はないが実に細かい点まで行き届いた,心に湊みる

もてなしが英国流の極意ではなかったかと,帰国し

て日がたつにつれてその配慮が少しづつ理解される1

ロゴマｰク入りネクタイ,文鎮,キｰホｰルタｰ
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写真5-3英国地質調査所クック所長からいただいた数々

のおみやげを入れた包装紙.

BRITISHG瓦0LOGICALSURV亙Yの細かい

字がびっしり詰まった模様の上に印刷された,

“本部訪間記念''ラベルを貼っている.なんと

いう心配りか.中身は,地図類･書籍,絵はが

き,ネクタイ,キｰホｰルタｰなど.

などの記念品(写真5-3)や切手セットなどいただい

たが,心に残るもてなし方は実は物に重心があるの

ではなく,さりげない思いやりのこもった“人への

接し方''だと思う.その例をいくつか紹介してみよ

う.

ロイヤルハロウェイ･ベッドフォｰド新カレッジ

にはたくさんの著名な地質学老がおられ,近年目本

の地質家が何人か留学しお世話になっている.1目

半も滞在できなかったこの地質学教室では,約10

名のおもだった先生方に御夫人が参加され,エガム

のイタリア料理店で歓迎晩餐会を開いて下さった

(写真54).スピｰチがあるわけではなく,特別な

料理コｰスが準備されているわけではなく,その日

の体調･雰囲気に合わせて好き在料理を勝手に注文

し,ワインと会話を楽しむのであった.お決まりは

最後に特大のスウィｰトである.

ハウィｰ名誉教授:私の右隣には現Minera1ogica1

Abstracts編集主幹ハウィｰ先生が,左隣には教室

長のスミス主任教授.お互いユｰモアたっぷりおお

らかに話し込む,私も聞きたいことをズバズバ.あ

らかじめ｡xidizedch1oriteのことをハウィｰ先生に

依頼してあったが,お手上げで世界の文献に精通し

ておられる先生でも現時点の情報は極めて少ないと

おっしゃる.かわりに新しい本をわざわざ持参され

見せて下さった.3か月後の5月発売予定という

“Anintroductiontotherock-fomingminera1s''第

写真5-4歓迎晩餐会で.

上:ハウィｰ名誉教授夫人,左側はハｰバｰ先

生,右隣はパｰキンソン博士と行政事務官

ダイアン･カメロン(DianeCameron)1

下:左からダイアン,彼女の御主人,スミス教

授夫人,およびブラソデル教授.

2版(1992)の完成本であった.余裕をもって本が出

版される現実を見せつけられた.改訂内容について

自信をもっておられるのだろう,とくとくと説明が

あった.

ハウィｰ先生は定年引退されており,教室にはた

まにLかお出かげにならない.足が不自由なことも

あり,しかも2日前に転倒して顔面をひどく打っ

ておられ,お気の毒なほどの見られない形相で,人

前に出られる顔の状況ではなかった.しかし何のこ

だわりもなくこの会に参加して楽しく皆さんと会話

しておられた.身障者で枕なしでは歩けないのだ

が,足を動かさないで両手のみで運転できる特殊仕

様車で御夫人を乗せてこられた.

スミス教授:湊正雄･茅原一也･星野通平さんらと

の交遊懐古談をされたり,また自分のプライバシｰ

をあからさまに大声で話し,夫人もニコニコ聞いて

おられた.現夫人とは日本で知り合ったスウェｰデ

1993年4月号�



一62一

服部仁

ソ人とおっしゃる.日本とは縁カミ深いんだよという

意味なのであろう.間もなく定年退官(65才)を迎

えるが,現在はエリザベス女王陛下から貸与された

ウィンザｰ城近くの小さな邸宅に住んでいると,さ

りげなく気取らないで話す大教授であった.引退後

は,スコットランドに引っ越すとのことであった.

マザｰ教授:英国地質調査所からこの新カレッジヘ

移籍直後の1991年2月1日,水文科学研究所所長

ウ4ルキソソソ教授とともにつくばの地質調査所を

訪間しておられ,その折,偶然玄関ホｰルでお目に

かかっていた白マザｰ先生はリバプｰル大学で変成

岩岩石学を専攻しスコットランド高地における変成

岩について厳密な緑泥石一黒雲母帯の研究をまとめ

られ,J世決肋至⑪野(1970)に論文が印刷され,教科

書によく引用される.Ph.Dの学位を授かったもの

のその専門では就職qがなく,197亙年地質科学研

究所(IGS)にSSOとして採用され､水理地質学に

転向された､翌1972年PSOになり言おもに流体プ

ロセスと地球化学研究に従事されている.1990年

終りに英国地質調査所副所長からこの新カレッジに

移り,ハウィｰ教授退官の後,Lye11Professorを

襲名している.

ハｰバｰ先生:もうおたじみのリｰダｰである.ロ

ソドソ大学チェルシｰカレッジを1956年卒業,名

誉理学士号を得ておられるが,入学前にロンドソタ

ワｰ橋近くで2-3年働いておられたらしい1ブレソ

ダ夫人は,初等教育における理科教育法を研究して

おられ,ロソドソ西都のフロｰベルカレッジ

(Froebe1InstituteCo1ege,女子大)内Roehamp-

t㎝研究所の所長.日本の小学校理科教育に強い関

心をもたれている.そのため,私の持参Lたお土産

は古典的な算盤であった.

そのほかには,ブラソデル教授御夫妻とセルベス

島(スラウェシ)変成岩研究中のクリス･パｰキンソ

ン博士(ChrisParkinson),東南アジア地質学研究

所の要である事務行政官とその御主人(写真5-4)が

加わるなど,着飾った御夫人方と男性が集まっての

わいわいがやがやが約3時間続いた.皆さんたく

さんのワインを召L上がってから,ロソドソ市街ま

で40分もかかる遠距離の方もご機嫌よく自家用車

を運転して帰宅された.おおらかで,わけへだてな

く,ユｰモアやアイ回二一を交えてのおしゃべりは

昼間とはひと味違う楽しいもてなしであった.

距離のある接し方:深入りしたりベタベタしたい人

との接し方は,相互信頼と独立心があってこそでき

るのであろう.“スｰプのさめない距離"の言葉通

り,親子の問でも人との接し方は厳然としている.

ブレソダ夫人の母親は80才近くに見えるがロソド

ソ中心街で一人で住んでおり,毎週土曜日娘のブレ

ソダさんが車で迎えに行き午前中はプｰルで泳ぎ,

午後から娘の家でランチ･サパｰやお茶でくつろぎ

と語らいを楽しむ.古き良き時代の習慣は少しずつ

変質･衰退Lているとはいうものの,夫婦間の誕生

日のお祝い,独立して実家から離れている子供達か

らのお祝いの電話メッセｰジ次とを見ているとお互

いの個人生活を尊重し,少し距離をおいて触れ合う

のが人をもてなす(entertain)ときの｡pensesame

なのかも知れない.

土･日曜日や休日の朝,奥さんのベッドヘear1y

mOmingteaを運ぶ習慣は現在の英国でも生きてい

て,ほのぼのとした暖かみを感じないではおれなか

った.もちろん私のベッドの方にもトニｰから朝一

番のミルクティｰが届けられた.一瞬淡泊に思える

ような話合いも,後日になってじわじわとぬくもり

を感じさせる,そんなもてたしが英国流の奥義に思

え脱帽するのであった.

5一且⑪｡英国流はブレンドの妙味

英国流は,個性豊かなストレｰトの要素と,とき

には全く対立する要素すらもうまく組み合せ,時間

をかけて融合させ,得もいい難い奥床しい新しい性

質のものを創造できるブレンドの冴えではないだろ

うか.超逸品のものも,普通の物も,これしかなか

ったという混合･調製法で新境地を切り拓く技術で

あり,芸術であり,科学であり,文化であり,街づ

くりであり,家づくりの極意であろう.このブレン

ドこそが英国の伝統であろう.民族,宗教,言語,

衣裳も英国の歴史を見ればキｰワｰドはブレンドに

行きついてしまう.

私の英国感は,伝統的科学文化など遺産の継承に

別の新要素をぶつけて戦う挑戦こそ,``ブレンドの

妙味''を生み出す活力源とみたい.通俗的な言葉を

借りるならほ,“古い皮袋に新しい酒を",“新しい

皮袋に古酒を"のとおり,シングルモルトウイスキ

ｰ同志やグレンウイスキｰとのブレンド,紅茶の葉
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を細かく刻んで別種の葉を混普たり,紅茶に香りを

つけたり,熱くいれた紅茶にミルクを注いだりは

“ブレンドの妙味''を引き出している日常生活の好

例であろう.

遺産の活用:英国地質調査所がイングランド中部に

一極集中移転する際にも,古い建物を壊すことなく

内部改造にとどめ,これと調和をとりつつ周辺に超

巨大な国立地球科学デｰタセンタｰ(NGDC)や

NE星C直轄の同位体地球科学実験棟(N瓦RC,IGL)

などを配置していったこと華しかも10年以上の年

月をかけ機能を見直しつつ順次移転している.

これらの建物のなかには且60年近い歴史を刻んだ

先人達の研究成果である文書や野帳,手書き原稿

図,地図類･報告書など印刷物華標本･試料･ボｰ

リングコアが完全に保存され芋いつでも誰もが見た

り使えるように,また新しい運用ソフトウェアによ

ってプレソドされた多様の情報サｰビス(NGIS)が

行われている.

地方のホテルに泊まると言外観は垂OO年前の昔の

ままに保存されている一方(写真ト5),内装一設備

は近代化されていてとても居心地がいい｡それでい

てラウンジには太い薪が暖炉にくべられるなど古い

映画に出てくるシｰンが目前に展開され,紅茶がい

ただけるなどゴｰジャスな雰囲気を満喫できる.

ロンドン中心地に近い住宅街のハｰバｰ先生宅に

週末泊めていただいた時には宣街づくりの歴史を垣

間見る感じがした昔街はブロックごとに表通りに面

する各家屋の玄関などは彩色が統一されていて建築

後100年以上たっているとはとても思えない呂一方,

3階裏窓から中庭を通じて別のブ漠ックの家を見る

と各家庭の個性がむき出しになっていてバラバラの

造りになっている.裏側の共通点といえば狭いなが

らも四季の花が植えられる広さの庭で洗濯物の乾か

せる場所があり,今は使われていない煙突の風景で

あろう.つまり表面と中身とが一致しておらず,新

旧混然たのである(写真5-6).これも英国流にブレ

ンドされた生活環境で,二面性(Doub1estandard)

につながるものと思う.

ロソドソ名所の一つウォｰタｰルｰ駅は,歴史を

語る建物でもある.映画｢哀愁(Water1ooBridge)｣

の舞台情景がそのまま残っている.しかし,この駅

は今構内大改造が行われ,来年にはドｰヴァｰ海峡

海底トンネルを通ってヨｰロッバ直行の英国国鉄の

1993年4月号

写真5-5ロソドソ大学ロイヤルハロウェイ･ベッドフォ

ｰド新カレッジを遠望することのできるホテ

ル.

多数の映画の舞台となったこのGreatFosters

ホテルは50年前に開業された四つ星クラスで,

それより前の400年間は皇室狩場ロッジとして

使われた.

上:正門入口,下:裏庭からの風景.

特急が走り,フランスの超特急TGVが乗り入れて

くる(写真5-7).EC市場統合とともに,この駅も

中身が変身し新しい歴史の舞台を迎えようとしてい

る.“古い皮袋に新しい酒を"のブレンドの典型だ.

のである.

新旧異分野交流:地球科学分野の研究でも,しきり

と異分野間の共同研究,たとえば伝統的古生物学研

究に最先端のバイオ化学研究を組み合わせ,遺伝子

レベルの古環境解析を試みるなどの仕掛が大々的に

繰り広げられる､まさに“ブレンドの妙味"といわ

ずしてほかにどんなうまい表現があろうか.伝統的

な遺産を利用し,これを損なうことなく新しい要因

からの挑戦を受けることによって,元の個性が伸ば

されたり見直されて新知見に到達する.そういう大

胆な試みや改革が着々と行われている.英国は決し�
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服部仁

写真5-6ロンドン中心地のバタシｰ住宅街.100年以上

前の新興住宅街.

上:白一色に統一された表通り.自家用車が道

路両側をふさぎ,その真中を通行する車は

難渋する.ロソドソ市内の駐車問題は,今

“火中の栗''.電柱はなく街路灯が立つ.

下:3階の裏窓から中庭と向こう側の家屋裏面

を眺める.

て伝統を守ろうとするだげの頑迷な国ではないので

ある.

英国の多様化も,もしかしたら和製地質用語がい

ずれ認知されるのではないか,と錯覚させるような

包容力をもっている.自分自身が空想していた世界

とは大変違った新鮮味あふれる“ブレンドの妙味''

を楽しんだ8日間の旅であった.

おわりに

私たちの日常生活のなかに食い込んでいる英国の

科学･文化･教育の影響力は計り知れないものがあ

る.今回,英国における地球科学･自然環境研究の

現状についてその一端に触れる機会を与えられた.

そして,本文で,英国はとてつもなく懐が深く活力

写真5-7

ヨｰロッバ大陸への陸路玄関にたるウォｰタｰ

ルｰ駅.

上:古色蒼然の外観,

下:写真右側は大改造の進む構内の工事現場.

欠きたガラス窓を通して工事の進捗状況が

見える.ここにも`open-door'po1icyが.

に満ちた国という,私の英国観を述べてみた.

第二次世界大戦後,PaxBritanicaでなくなった

というものの,英語を通じ世界各地に根付いた科学

技術･文化交流の輪は巨大な人的資源を創造してい

る.もL英国本土に適材がいなければ,カナダ･オ

ｰストラリア･ニュｰジｰランドはもとより,米国
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からいってもスカウト可能なのである.

将来,金や物中心の経済力でなく,ポテンシャル

のあるコンピテントな人材登用･派遣を軸に英国

(連合王国;UK)は伝統を守る一方で,大胆に伝統

への挑戦を展開しながら先進国リｰダｰのアイデン

ティティを高め,自らの進路を模索しながらその曲

がりくねった道を先達として世界へ提示してゆくで

あろう.英国地質調査所の来L方や現状を眺めると

困難な道を歩んできたことが理解され,その行方か

ら目を離せられないような好奇心をそそられる.対

岸の火事を楽しむ野次馬を誘惑するような,不安気

をただよわせている,とも感じられる.

現在流行の地質用語メラソジ(me1ange)はフラン

ス語源であるが,英国のブレンドと同意である.ブ

レンドは雑種(crossbred)にもつながる.果たして,

英国の厳選主義は本当に衆目注視のもとサラブレッ

ドだけが対象なのカ㍉雑種にもチャンスが与えられ

るか.研究評価は納得づくか,あきらめか.方針決

定(decision-making)などはすべて白日のもとさら

けだされる`op㎝一door'po1icyのみか,浪花節やね

まわしはないのか……等々興味はつきない.

大きた振幅で揺れる価値観のなかで,両極端だけ

の答えでは割り切れない,何かもやもやとした,か

つてのロソドソの濃い霧の中にいるような不確実要

因に包まれている.ここに展開した私の英国観,

“ブレンドの妙味"の感じ方は,私自身にとっても

TimトP1ace-Occasionサこよって微妙にゆれないわ

げではない.

本文が英国との研究交流を深めるのにささやかた

一助になることを願っている.今回の訪問を通して

収集した資料はすべて整理の上,国際協力室に保管

されている.関心のある方の衛一覧を望んでいる.
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